
令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

新規採用保育教諭インストラクター養成研修

5月27日

1限目

「新規採用保育教諭研修の意義」

大岩みちの

○新規採用保育教諭にとっての研修の意義を理解するとともに、研修に対する心構えを導
き出す。
①保育者としての育ちを支え、専門性を高める意欲を引き出す様々な方法を考える。
②希望や不安を持つ新規採用保育教諭が、自信を持ち、主体的に保育に取り組むようにな
る道のりを共に歩む姿勢を持つ。
③先の見通しを持つことができるようになり、保育職を辞めない強さを自ら育み、保育者
としてのやりがいを自覚していくプロセスを温かく見守る。

お持ちであれば、ご持参ください。
幼保連携型認定こども園における　園児が心を寄せる環境の構成
（令和4年3月　　内閣府　文部科学省　厚生労働省）1,155円

新規採用者に対する研修について、自園の現状を整理しておいてください。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

新規採用保育教諭インストラクター養成研修

5月27日

2限目

「園運営と研修カリキュラムマネジメント」

大岩みちの

○園運営全体における新規採用保育教諭研修の位置づけがわかり、何を育てたいのか（ね
らい、目的）が見えるカリキュラム・マネジメントの在り方について確認を行う。
①全体的な計画の中のカリキュラム（教育課程）に基づく指導計画の作成の必要性を理解
する。
②カリキュラム・マネジメントによる質の向上のイメージ図を理解する。
③PLAN（計画）→DO（実践）→CHECK（評価）→ACTION（改善）のサイクルを確立し、評価
を活かした指導計画の改善が確実に行われるようにする。
〇新規採用保育教諭に対するカリキュラム・マネジメントについての指導の在り方をとも
に考え合う。

お持ちであれば、ご持参ください。
幼保連携型認定こども園における　園児が心を寄せる環境の構成
（令和4年3月　　内閣府　文部科学省　厚生労働省）1,155円

自園の全体的な計画、指導計画等を説明できるようにしておいてください。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

新規採用保育教諭インストラクター養成研修

5月27日

3限目

現代の保育ニーズ①
「養成校の学び保育内容・実習」

野田美樹

・養成校において、現在、学生が学んでいる「子どもを尊重する保育」や「『遊び』を通
して『学ぶ』教育・保育」について理解し、新規採用保育教諭の保育に関わる指導に繋げ
ていくようにする。
・実習において学生が経験したり、学んだりした保育実践から、保育者の専門性や魅力的
な実習園の実際を学ぶ。
・記録、振り返りの重要性を中心にして、ＰＤＣＡ(計画・実践・評価・改善)のサイクル
を保育に取り入れることが、保育の質を高めていくという構造について理解し、保育実践
における記録や振り返りのポイントについて確認する。

幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説(フレーベル館)

特になし



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

新規採用保育教諭インストラクター養成研修

5月27日

4限目

グループワーク①
「研修の問題点・悩み・質問」「情報共有」

野田美樹

・事前に各職場における研修に関わる問題点・悩み・質問などをまとめてきていただき、
それを基にして、共通のテーマについてディスカッションをすることで、受講者自身が研
修の課題を探る。
・グループ発表を通して、新たな課題に気付いたり、受講者や講師の話から自分なりの解
決策を発見したりする。
・その他、園運営や保育に関わる様々な情報を共有する。

・グループワークにおいて、研修の問題点や悩みについてディスカッションしたり、質問
に答えたりします。以下の項目について、A4用紙1枚程度にまとめて、研修初日(5/27)の受
付で提出してください。
１．市町村名・園名・氏名
２．新規採用者の研修の問題点・悩み
３．新規採用者の研修についての質問

持ち物として記入した提出物の準備



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

新規採用保育教諭インストラクター養成研修

6月3日

1限目

現代の保育ニーズ②
「最新情報　教育・保育要領改訂後の幼児教育」

野田美樹

・なぜ、新たに教育・保育要領が誕生したのか、「幼児教育」、「教育」と「保育」とい
う用語をどのような意味合いで使っているかなどを再確認することを通して、教育・保育
要領の理解を深める。
・環境を通して行う教育・保育を追究していくことが、質の高い教育・保育に繋がってい
くことを理解する。
・3法令の改訂に伴い、幼児教育の強化や3歳未満児の保育の充実が求められている。保育
実践の現状を振り返り、課題を見つける機会とする。
・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と小学校への接続について学ぶ。

幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説(フレーベル館)

特になし



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

新規採用保育教諭インストラクター養成研修

6月3日

2限目

「保育者の心理と保護者の心理」

岸本　美紀

まず、平成29年改訂「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」に示される、保護者支
援、子育て支援の考え方について確認し、保育教諭に求められる保護者に対する支援、子
育て支援のあり方を復習する。そして、保護者の心理を様々な理論や研究、事例などから
捉え、それに対する保育者の心理を考えていく。その際、新規採用保育教諭とインストラ
クターとの経験の差などを理解した上で、どうアドバイスするかも考えていきたい。

持っている方：「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」

特に無し



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

新規採用保育教諭インストラクター養成研修

6月3日

3限目

現代の保育ニーズ③
「インクルーシブ」

中原　竜治

・障害者差別解消法の理解、インクルーシブ教育・保育について理解し、新規採用保育教
諭の保育に関わる指導に繋げていくようにする。
・近年の合理的配慮についての法律的な解釈、実際の保育場面での対応例などについて確
認する。
・個別支援計画を作成する際のポイント、保護者面談におけるポイントを整理し、活用が
できるようにする。

筆記用具

特に無し



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

新規採用保育教諭インストラクター養成研修

6月3日

4限目

グループワーク②
「発達が気になるこどもの支援」

中原　竜治

・発達が気になる子どもへの支援について、近年の社会的な流れを把握し、それを踏まえ
た上での実際の支援について学ぶ。
・架空事例を通し、対象児に対する支援について、グループで考え、発表をする。
・個別支援計画で作成をした目標を、実際の保育場面にて取り組むための工夫について、
グループで考え、発表をする。

筆記用具

特に無し



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

新規採用保育教諭インストラクター養成研修

6月10日

1限目

「園内研修の在り方同僚性」

和田直子

〇　園内研修における同僚性の意味と意義を理解し、新規採用保育教諭の研修に同僚性を
活かすことができるようにする。
　・　新規採用保育教諭の課題や悩みは、本人一人のものではなく、園全体の教育力・保
育　力に直接関連があることを理解し、研修計画を工夫できるようになる。
　・　同僚性を活かすことは、園長・主任・経験のある保育教諭、それぞれの立場におい
て自分の教育・保育を振り返る機会になる。多面的に園児を理解し、指導の手立てを共に
考えることが、新規採用保育教諭の教育力・保育力の向上につながることを踏まえて、研
修計画を作成する。
〇　新規採用教諭の抱える不安、悩み、葛藤は、本人の成長につながる課題であると受け
止め、保育カウンセリングを研修に活かせるようになる。

特になし

・同僚性の意味を確認しましょう。
・新規採用教諭の良いところを、具体的な場面を通して言えるようにしましょう。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

新規採用保育教諭インストラクター養成研修

6月10日

2限目

現代の保育ニーズ④
「社会的養護の実際」

築山高彦

様々な理由により家庭で生活できない児童を社会全体で養育する「社会的養護」の仕組み
（体制）と現状、課題等について概説する。

特になし

特になし



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

新規採用保育教諭インストラクター養成研修

6月10日

3限目,4限目

伝えたい保育者の基礎力➊❷　(知識・表現力・人間性)
遊ぶ楽しさⅠ・Ⅱ　※実技含む

滝沢ほだか　山田悠莉　横田典子

保育経験の浅い保育者は、生活と遊びを結びつけることに難しさを感じている。今回は、
表現を広義に捉えることの重要性を視点に、知識理解を深める講義と、実践に繋げるため
の実技を行う。講義では、受講者と学生の視点を比較し、表現を捉え方の差を探る。実技
では、情報機器の活用を取り入れ、造形、音楽、身体表現の専門分野から、3分野を連携さ
せ、豊かな遊びの経験が広がる実践を行う。

体育館シューズを持参、運動できる服装で参加してください
飲み物、筆記しやすいようにクリップボード等を持参してください

特になし



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

新規採用保育教諭インストラクター養成研修

6月17日

1限目，2限目，3限目

「園長の役割と新規採用教諭の立場」「研修案作成」「グループワーク」

西川由美子　和田直子

「全体的な計画」に基づく指導計画の在り方について解説し、教育・保育の目標や方針に
ついて学びます。さらに、保育者の気持ちに寄り添い、園長としての考え方、行事への取
り組み方を示すことの意味を伝えます。
保育者集団のリーダーとして、自らの考え方や内容を変えていく方針を伝え、刷新してい
く効果や学び続ける重要性について学んでいきます。グループに分かれて演習を行い、保
育実践に生かすことのできる研修案の作成について追求します。

・受講者が勤務する園の年間行事予定を1部
・実施している研修会内容及び参考資料

・新規採用保育教諭研修の計画をグループで立案する。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

新規採用保育教諭インストラクター養成研修

6月17日

4限目

振り返りワーク
「わたしの園の新規採用保育教諭研修の計画の立案」

講評・未来に繋ぐ幼児教育

大岩みちの　野田美樹

○本研修において立案した「新規採用保育教諭研修の計画」について、以下の点から振り
返る。
①新規採用保育教諭研修の育ちを支え、専門性を高める意欲を引き出すことができるもの
か。
②新規採用保育教諭が、主体的に保育に取り組むようになる道のりを共に歩む姿勢を示す
ことができるものか。
③保育者を辞めない強さを自ら育み、やりがいを自覚していくプロセスを温かく見守るこ
とができるものか。

○講評

お持ちであれば、ご持参ください。
幼保連携型認定こども園における　園児が心を寄せる環境の構成
（令和4年3月　　内閣府　文部科学省　厚生労働省）

特に無し


